















れてゆくと言ってよいであろうが、それに先立ち昭和二十年後半期から二十三年へかけての作家川端の動向が、その準備期として重い意味をもっているように考えられる。 『雪国』の完結や「哀愁」に見られる古典回帰への志向、 『少年』 『再婚者』の連載など多彩な活動が視野にはいってくるが、本稿では、そうした活動の一つとして、昭和二十二年から二十三年へかけて雑誌『白鳥』 （大地書房刊）に連載された「わが愛する文章」の中の一つに注目したいと思う。この「わが愛する文章」は雑誌『白鳥』の昭和二十二年一月号から二十三年七月号まで断続的に十一回にわ って連載されたものであるが、それぞれ毎回川端が心寄せる文章を引用して紹介し、そののちに川端による「解説」が付されている。その取り上げられた文章は、島崎藤村 随筆、 『更級日記』 、志賀直哉 随筆、小学五年生の綴り方の
八八
文章、 『方丈記』 、高浜虚子の小説、菊池寛の小説、東下り三篇（ 『伊勢物語』 『平家物語』 『太平記』 ） 、横光利一の小説、内田誠の随筆、 『源氏物語』などであるが、この中の第六回（ 『白鳥』昭和二十三年一月号）に掲載された高浜虚子作品とその解説が、戦後の川端文学の歩みの中で一定の意味を有しているかのように推測され、取り上げることにしたい。
一
高浜虚子は、周知のように正岡子規から雑誌『ホトトギス』を継承し、日本近代俳句の発展に尽力した人物であ














子氏らの俳句の集まりにはさう ふこ もあるのかもしれない。 「ホトトギス」の同人のあひだには、子規の生前から、自作の文章を朗読して批評し合ふ会があり、その会は子規の死後も続き、明治三十七年十二月には漱石が虚子氏のすすめによつて「吾輩 猫である」の第一章を出品 たと、虚子氏は「漱石と私」に書い ゐられる。それから四五十年 あひだに虚子氏は折々自作の文章 朗読さ たことだらう。さう思へる確かで明らかな言葉とひびきが「虹」や「愛居」にもあるや だ。またそれから四五十年の虚子氏の写生文がこ らの作に行き着いたのだ
ここには、高浜虚子作品に対する作家川端の並々ならぬ傾倒が見てとれよう。加えて、通常の作家たちの文章作法








・『定本虚子全集』 「推薦文」 （昭和二十三年九月、創元社）・高浜虚子『虹・椿子物語他三篇』 「解説」 （昭和三十一年十一月、角川文庫）これらのうち、 「わが愛する文章
　
愛子抄」については詳しく論じたいので後にゆずり、先に『定本虚子全集』 「推














さて、 「わが愛する文章」の第六回（ 『白鳥』昭和二十三年一月）は、 愛子抄
　
高浜虚子」と銘打たれて四章から
成る虚子の作品が掲載され、そ 後に川端のかなり詳しい「解説」が付されて る。「愛子抄」という表題については、 「解説」の冒頭で次のように記されている。
















































殊に「音楽は尚ほ続きをり」は年月を明らかにして章を分ち、愛子の死は昭和二十二年四月一日と記されてゐる。 （中略）虚子氏が北陸の旅のみちすがら初めて愛子の家をおとづれたのが「虹」 、次におとづれたのが「愛居」 、そして「音楽は尚ほ続きをり」では、愛子達も昭和二十一年六月に虚子氏の小諸の俳句会に参加し、虚子氏が同年十月三国に愛子の病床を見舞ひ、翌二十二年四月に 臨終や没後 模様を手紙で聞くところまで書かれてゐる。
このように愛子は北陸に住む実在の女性で、高浜虚 の俳句の弟子として虚子と交流をもち、はかなく病で亡くな



























と私は其方を指した。愛子も柏翠もお母さんも体をねぢ向けて其方を見た。それは極めて鮮明な虹であつた。其時愛子は独り言のやうに言つた。 「あの虹の橋を渡つて鎌倉へ行くことにしませう。今度虹がたつた時に……」 （中略）私もそこに立 ゐる虹を見ながら、其上を愛子が渡つて行く姿を想像したりして、 「渡つていらつしやい。杖でもついて」 「ええ杖をつ て……」
愛子は考へ深さうに口を噤んだ。
これはしっとりとした情緒をたたえた、あえかに美しい叙述である。とくに「あの虹の橋を渡つて鎌倉へ行くこと
にしませう。今度虹がたつた時に……」とつぶやく愛子の言葉は哀切で美しい。このような虹の描写に川端はある程度注目 たと考えられる。なぜなら、戦後の川端文学には、 『虹いくたび』をはじめ虹に重要 意味を付与して描いた作品がいくつか見られるからである。そうした川端の創作との関連性については後述したい。
第二に注目したいのは、作中の「私」がふと涙を禁じえなくなる愛子とその母の所作である。俳句会が終わって山
























ど重い場での発言ではないが、高浜虚子の句風について川端に一定の理解があったことがう がわれ、それはまた先述の「愛子抄」をめぐる注目、論及の中で深められていたので ないかと想像 れる。
右に述べたように、川端の俳句への関心には相応のものがあり、そうした背景のもとに「愛子抄」中の虚子俳句へ
一〇〇
の注目がなされたと考えられよう。とくに前掲の虚子俳句「虹立ちて忽ち君の在る如し」 「虹消えて忽ち君の無き如し」 句はまさに虚子の「無造作」な作風が顕著でありつつあえかな「君」への心情がにじみ出ていて、印象深い作である。それととも 、はかなくも断ち切りがたい人への愛憐と虹の形象を重ね合わせたモチーフに、川端文学と繋がるものがあるように 思われるのである。
以上、川端が注目した「愛子抄」の場面をいくつか取り上げたが、こうした場面をはじめ「愛子抄」では全篇にわ













となっている。その文中の「熱烈」が抹消されて、替わって「烈輝」の語が据えられたのである。この初案の「熱烈」の語は、相当に直接的な表現であるが、それだけに愛子を詠んだ虚子俳句への川端の驚きと感動を直にあらわしているであろう。そして、この注目は、前述のように戦後の川端文学のいくつかにそ モチーフにおいて繋がるもを有している で なかろうか。次章で 「わ 愛する文章」執筆時に近接して連載がはじまった『千羽鶴』『山の音』『虹 くたび』など戦後の川端作品との関連性に論及することにしたい。
三
虚子の『虹』 『愛居』等に見られる人物構図がとくに重要と思われる。その人物構図においてはおよそ二つの面が
ある。その一つは、虚子がその場面に接して思わず落涙した愛子とそ 母の舞う姿であり、一つは の愛子への心づかい、情愛 向け方である。
虚子が落涙し、川端も感動を覚え、 「愛子抄」として抄出しコメントを加えた場面は次のようなところである。そ





















になり、娘の文子と母娘二人暮らしをつづけてゆく。三谷は茶道の世界で有力な後援者であった 思われ、その三谷の庇護を受けるような形で、幼い娘の文子も、文子なりに時折り訪れてくる三谷に心を尽くして接したかのように記されている。やがて三谷が亡くなると、太田夫人 円覚寺 茶会で三谷の息子 菊治 会ったのをき かけに、三谷父子を同一視したかのように愛恋を深めてゆく。さ に太田夫人が自殺すると、娘 文子もまた菊治に控え目ながら思いを寄せ、また菊治も太田夫人の面影を宿す文子に惹かれてゆく である。こ よう 、太田夫人と文子は、あたかも二人舞うかのよう 形で三谷やそ 息子の菊治の前 あ われるのである。この薄幸とも言える境遇の中で母娘の影が重なり合 ような設定に 虚子の「愛子抄」との一脈の連関があ と言え ように思う。
むろん、虚子作品においてかつて名妓 あった母とそ 病弱な娘が舞う姿は美しく哀切であるのに対し 『千羽鶴』





































さんにすすめられて、ちよつと、俳句をひねつたことがあつた」とも話しており、信吾の日常の中で、事象に対して俳句のもつ観照的な姿勢が所々にあらわ 。こうした主人公尾形信吾の事象に対する一種の間合いの取り方も、菊子への接し方と繋が いるように想像される。そして その観照的姿勢は、物語を閉じるにあたって信州の紅葉のもとに菊子と妻保子の亡き姉の面影を重ね合わせ（二人の面影は似ている） 、あたかも二人舞い ような形で定着させよう する意識へとつな ゆくであろう。以上見てきたように、 『山 音』と虚子作品の間には、その人物構図や心理、さらに俳句につ がる観照的態度におい 通底するもの るように思われるのである。
最後に、 『虹いくたび』について触れる。 『虹いくたび』は、 『千羽鶴』 『山の音』の連載とほぼ同時期に『婦人生




















はかなさが語られているが、こうした「橋」のはかなげなイメージはおのずから「虹」ともつながるものであり、虚子の「愛子抄」で死期の近い愛子が語っ あの虹の橋を渡つて鎌倉へ行くことにしませう。 」という言葉 哀切さ、はかなさとも通じ合うものがあ であろ 。
なお、やや時代はくだるが、川端の『古都』や『たんぽぽ』にも虹が素材として取り入れられている。 『古都』で
は、 「松のみどり」の章で秀男が北山の方角に虹が立ち消えてゆくのを眺めている。そ 後秀雄は苗子に帯を持参するが、苗子は「千重子さんの身代りの、帯どすな。あたしは 身代りは、もういやどす。 」という。ここで描かれた虹のはかなさは秀男が苗 に千重子の面影を見な ら、しだいに苗子自身に惹かれ ゆくという微妙な心理 ひびき合ってい ように思われる。また、川端 遺作とも った『たんぽぽ』で 終わりの方で、女主人公 稲子が桃色の虹を幻視し、 「虹に乗つてらつしやるわ、久野さん。 」と言う場面がある。久野 はその虹は見えず、人体欠視症なる病を患う稲子の特異な愛情の形があらわれている場 と思われるが ここで描かれる虹のイメージは虚子の「愛子抄」の虹のイメージと重なり合うものがあろう。 『古都』 『たんぽぽ』についてはここでは言及 みにとどめざるをえないが、機会を得て触れてみたいと思う。
以上、川端康成が心を寄せた高浜虚子作品（ 『虹』 『愛居』 『音楽は尚ほ続きをり』等）を視点として、その虹のイ







もいわれる『千羽鶴』 『山の音』の連載が開始され 年である。 の両作品にさらに一年後（昭和二十五年）に連載がはじまった『虹いくたび』も加えた三作品においては、本稿で見てきたように、母と娘の二人の姿が重なり合うイメージや、若い女性へ寄せる老い人 こまやかな情愛、作中へ 俳句の導入、虹の描写など おいて、虚子作品と少なからず関連が見出されるようである。 『千羽鶴』 『山の音』 『虹いくたび』が連載されていた昭和二十年代においては、前述の文芸時評や「 が愛する文章 のほか、 『定本虚子全集』の推薦文や川端の自伝「独影自命」でも虚子に言及した文章があり、この時期の川端康成において俳人高浜虚子への親近が る程度持続されていた ではないかと想像される。また、川端が住まう鎌倉の長谷と虚子が住まう由比ヶ浜 地が隣接してい ことも、親しみ 覚えるゆえんの一つと ては考えられようか。そうした時期 連載がなされた 千羽鶴 山の音』 『虹いくたび』の諸篇の執筆過程において、ある程度川端が虚子を意識してい のではないか 推測も許されるの はなか うか。川端が
康成と虚子についての一考察
一一一
上記の作品を執筆するに際して虚子の『虹』 『愛居』等から直接影響を受けたという述懐や証言は見出せないが、本稿で述べたような両者の作品のいくつか 類似点や執筆時期が近接し川端の文芸時評等でも論及されていた状況から推して、ある程度推測可能かと思われる。今後さらに、本稿で若干触れた『古都』や『たんぽぽ』をはじめ川端作品の動向をつぶさに どり作品分析を行うなかで、川端が「愛子抄」と名づけ 虚子作品をいかに意識し受容し ったのか、その様相を明らかにしてみたいと考えている。
なお、昭和二十年以降の文壇の流れの中で、本稿で考察したような老人が若い女性に寄せる情愛のモチーフや母娘
の関係が織りなす作品構図、また作中に俳句を取り入れた小説形式などがどのような位置を占めるかにつ てする必要があるかと思われる。とくに老人が若い女性に寄せる情愛のモチーフについては、川端が「愛子抄」の「解説」で「わが国では珍らしい、老大家が若い女性を描いた名作が生れた」と記していたこともあり、日本近代の小説史の中での位置づけも相応になさ べきであろう。課題 して記し、機会を得て論及を試みたいと考えている。注（１）
　
川端康成の著作の引用は、以下とくに注記したものを除き、 『川端康成全集』 （全三十七巻、昭和五十五年二月
〜五十九年五月、新潮社）による。
（２）
　
川端は複数の虚子作品を合わせたものに「愛子抄」という新たな表題をつけているが、その本文は虚子作品の
抜粋である。したがって 本稿で「愛子抄」というとき、その内容は虚子作品の本文そのものであり、抜粋、編集にのみ川端の意図が及んでいる。
（３）
　
高浜虚子の著作の引用は、以下『定本高浜虚子全集』 （全十六巻、昭和四十八年十一月〜昭和五十年十一月、
一一二
毎日新聞社）による。
　
〈付記〉本稿は、平成二十五年度科学研究費助成事業による研究「日本近代文学館他における川端康成・肉筆資料の調査研
究」 （基盤研究Ｃ、課題番号
25370242 、研究代表者・片山倫太郎、研究分担者・田村充正・田村嘉勝・福田淳子・山
田吉郎、研究協力者・杵渕由香・佐藤翔哉・堀内京、平成二十五年四月より四年計画）の研究成果の一部である。川端康成「わが愛する文章
　
愛子抄」の「解説」肉筆原稿（茨木市立川端康成文学館所蔵）を本稿で取り上げるに際し
ては、公益財団法人川端康成記念会理事長川端香男里氏ならびに茨木市立川端康成文学館の了解を得た。ここに記し謝意を表します。
